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新年、明けましておめでとうございます。

新しい年の初めにあたり、この一年、皆様の上に神の祝福が豊かにあるようお祈りいた
します。

マタイ福音は、東の方からエルサレムに来た占星術の学者たちの言葉を耳にしたとき、
ヘロデ王の心は乱れ、不安に駆られたと記しています。自らの立場を脅かす存在が現実
にいるのだと、占星術の学者が告げているからに他なりません。本来であれば、救い主
の誕生の告知は喜びを持って迎えられる一大ニュースです。しかし現実に権力を行使し
て人々を支配しているヘロデは、その知らせを喜ぶことは出来なかった。自分をこの世
の支配者とするものは、神の支配の実現を前にして、喜びではなく不安しか感じること
ができません。神の前では、自らの不遜さが暴かれてしまうからです。神の栄光の証し
としての光ではなく、自分勝手な光を輝かせていることが露呈するからです。

心のうちの不安は、ヘロデをいのちに対する暴力へと誘います。「わたしも行って拝もう」
というヘロデの言葉に、真実はありません。その本意は、自らの権威を守るために神を
抹殺することであり、その後の幼子殉教者の出来事へと続いていきます。

不安は利己的な心の姿勢を強め、時として他者のいのちに対する暴力へと発展します。
そこにいのちを生きる希望は生まれません。新しい年となっても、ウクライナをはじめ
として各地で起こっている不安定な状況は改善せず、多くの人が不安のうちに生きてい
ます。不安が生み出す疑心暗⻤は、さらに対立を深め、いのちに対する暴力は続いてい
ます。わたしたち人類は、一体何を守ろうとして神に抗っているのでしょうか。

占星術の学者たちがそうであったように、わたしたちの戻るべき場所はヘロデのところ
ではありません。真の希望の光に触れたわたしたちは、人間の身勝手さの光を輝かせる
のではなく、全く異なる道を選び、神の光を輝かせるものでなければなりません。


